
 

 

 

四国歯学会 

第 5７回例会  

プログラム 
 

 

 

 

 

日時：2021年 3月 25日（木）16:30 より 

講演会場：徳島大学歯学部大講義室（4階） 

ポスター会場：101講義室および医と食のステーション（1階） 

 

 

 

 

四国歯学会 

※ 日本歯科医師会生涯研修事業の単位に認定されております。 

※ 大学院先端口腔科学特論の時間数に含まれます。履修手帳をご持参下さい。 

※ COVID-19感染対策として，当日ご参加頂けます方は、マスクの着用や間隔を空けての着席をお願

い致します。 

 

連絡先 

四国歯学会学術担当 

      徳島大学大学院医歯薬学研究部 歯周歯内治療学分野 

湯本 浩通，板東美香 

      TEL 088（633）7344 

E－mail： banchi@tokushima-u.ac.jp 



ポスター閲覧・討論 

13：00 — 16：20       ポスター展示 

15：50 — 16：20       ポスター討論  

 

 

四国歯学会第 57回例会 
 

16:30   開会の辞         宮本 洋二 会長 

ポスター発表   
                                         座長  藤猪 英樹 

16:33 ～ 17:00 

P-1 継続可能性を高める簡易認知機能評価の確立に関する研究  

○伊藤美波 1，尾崎和美 2，小林 聖 1，松本沙也佳 1，吉田佳世 2，瀬山真莉子 2 

1徳島大学歯学部口腔保健学科 

2徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔保健支援学分野 

 

P-2 補綴学授業における反転授業と TBLの学修効果に関する比較 

    ○葉山莉香 1，大倉一夫 1，大島正充 1，細木眞紀 1，鈴木善貴 1，宮城麻友 1， 

井上美穂 1，Rodis Omar Marianito1，Junhel Dalanon1，Resmi Raju1，松香芳三 1 

1徳島大学大学院医歯薬学研究部 顎機能咬合再建学分野 

 

P-3 口蓋垂裂の一例の肉眼解剖学的および組織学的観察 

○河野将仁 1，○佐藤幹也 1，○湯本華帆 1，角田佳折 2，守田剛 2，神尾強司 2， 

馬場麻人 2 

1徳島大学歯学部歯学科 3年 

2徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔学顔面形態学分野 

 

P-4 BH4 pathway in trigeminal neuropathic pain 

○川合史准瑠 1，神野青空 1，Swarna Lakshmi2，Resmi Raju2，鈴木善貴 2， 

吉原靖智 2，松香芳三 2 

1徳島大学歯学部歯学科 3年 

2徳島大学大学院医歯薬学研究部 顎機能咬合再建学分野 

 

 

 



P-5 ライブ配信による臨床系基礎実習に関する一考察  

○瀬山真莉子 1，吉田佳世 1，藤原奈津美 1，尾崎和美 1  

1徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔保健支援学分野   

 

P-6 舌接触補助床の口蓋形成方法の確立 －粘膜調整材の性状－ 

○柳澤孝祐 1，永尾寛 2，藤本けい子 2，田上義弘 2，渡邉恵 2，市川哲雄 2 

1徳島大学歯学部歯学科 3年 

2徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔顎顔面補綴学分野 

 

P-7 シェーグレン症候群モデルマウスにおける腺外病変の発症機序 

〇佐藤真美 1，牛尾綾 2，新垣理恵子 1，俵宏彰 1，常松貴明 1，石丸直澄 1 

1徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔分子病態学分野 

2米国国立がん研究所 

 

P-8 Analysis of the Therapeutic Mechanisms of SHED-CM for Experimentally Induced 

Temporomandibular Joint Osteoarthritis in Mice 

〇Xia Linze1,2，加納史也 1，橋本登 1，小笠原直 2，Liu Yao1,2，田中栄二 2， 

山本朗仁 1 

1徳島大学大学院医歯薬学研究部 組織再生制御学分野 

2徳島大学大学院口腔科学教育部 口腔顎顔面矯正学分野 

 

P-9 放射線唾液腺障害に対する歯髄幹細胞由来培養上清の治療効果の検討 

○西原嵩晃 1，沖若奈 1，加納史也 2，橋本 登 2，河原林啓太 3，山本朗仁 2 

1徳島大学歯学部歯学科 3年 

2徳島大学大学院医歯薬学研究部 組織再生制御学分野 

3徳島大学大学院医歯薬学研究部 小児歯科学分野 

一般講演 

座長  中西 正 

17:00 ～ 17:10 睡眠体位療法を用いた睡眠時ブラキシズムへの効果：中間報告 

〇神野 青空 1，川合 史准瑠 1，鈴木 善貴 2，吉原 靖智 2， 

Swarna Lakshmi2，Resmi Raju2，大倉 一夫 2，Gilles Lavigne3， 

松香 芳三 2 

1徳島大学歯学部歯学科３年 

2徳島大学大学院医歯薬学研究部 顎機能咬合再建学分野 

3モントリオール大学歯学部  



17:10 ～ 17:20  チェアサイドでの Porphyromonas gingivalis 迅速検出システムの有用性 

                〇秋月皆人 1，二宮雅美 1，生田貴久 1，成石浩司 1，植村勇太 1， 

谷口裕哉 1，木戸理恵 1，板東美香 1，稲垣裕司 1，木戸淳一 1，湯本浩通 1 

        1徳島大学大学院医歯薬学研究部 歯周歯内治療学分野 

 

教授就任講演 

座長  宮本 洋二 

17:20 ～ 17:50 これまでの研究と今後の展望 〜がん細胞の増殖・浸潤メカニズム〜 

〇工藤 保誠 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔生命科学分野 

 

基礎系教育講演 

座長  馬場 麻人 

17:50 ～ 18:20 ヒトと動物の咽頭周辺の筋および構造の比較からヒト嚥下を考える 

〇角田 佳折 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 口腔顎顔面形態学分野 

 

臨床指導講演 

座長  二宮 雅美 

18:20 ～ 18:40 隣接面を含む臼歯部のコンポジットレジン修復 

〇武川 大輔 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 歯科保存学分野 

 

18:40 ～ 19:00 日常臨床における口腔内スキャナ使用について 

         〇大川 敏永 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 総合診療歯科学分野 

 

 

19:00   表彰式                             宮本 洋二 会長 

 

19:05   閉会の辞           北畑 洋 副会長 

 

 



注意事項 

●ポスター発表について 

・ポスターの大きさ 横 90cm×縦 130cm 

演題番号（横 20cm×縦 20cm）は大会側で用意（左上端） 

演題名・発表者名（発表者の前に〇印を記入）・所属は，演題

番号の右側の横 70cm×縦 20cmの範囲に記載 

・進行について 

 12 : 45－13 : 00  ポスターおよび発表用スライド受付 

 （発表者は受付をし，ポスターを所定の位置に掲示して 

  ください。また，発表のスライドをUSBに入れたものを 

  提出してください。） 

 13 : 00－16 : 20  ポスター展示 

 15 : 50－16 : 20  ポスター討論 

（発表者はリボンをつけて，ポスターの前に立ってください。この時間は，閲覧者の質疑

応答に答えてください。） 

16 : 33－17 : 00  ポスター発表 

＊ポスター発表者は，ポスター討論とは別に例会において，2分間ポスター発表を行ってい

ただきます。そのため，2分間で簡潔にまとめたスライドも準備し，受付時に提出してくだ

さい。発表は進行の都合上，2分で打ち切らせていただきます。その後，1-2分の質疑応答

に答えていただきます。 

●特別講演は 講演時間 30分とします。 

●基礎系教育講演は 講演時間 20分，討論時間 10分とします。 

●臨床指導講演は 講演時間 15分，討論時間 5分とします。 

●一般講演は 発表時間 8分，討論時間 2分とします。 

●講演，発表方法について 

・発表は液晶プロジェクター，単写とします。 

・Microsoft 社の Power Pointを用いてスライドを作成してください。 

・コンピュータ－（Windows PCとMac）は発表者が御用意下さい。 

 ただし、ポスターと一般講演については、演者交替をスムーズに行うために、 

PCは、学術担当分野が用意いたします。 

・当日の 3月 25日（木）15：00～16：00の間に，動作確認を行ってください。 

●学生発表者（ポスター発表および一般講演）の中から，優秀発表賞を選考し表彰します。 

●講演・発表後に 400 字程度の抄録を四国歯学会学術担当の板東 (banchi@tokushima-

u.ac.jp)までメールにてご送付下さい。 
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